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裕

熱
湯
散
布
に
よ
る
土
壌
消
毒

―
型
爾
婆
いの
実
際
―
宜

レ
し

「
「
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―
韓は
じ
め
に

れ
揚

ｉ

　
　

　

は
、

二

〇
①
五
年
ま
で
に
全
廃
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
臭
化
メ
チ

ル
剤
の
　
　
　
法
と
し
て
、

土
馨
加
害
虫
防
除
の
み
な
ら

ず
、

連
作
障
害
の
誘
因
と
な

っ
て
い
る
塩
類
集
積
に
も
対

応
で
き
る
極
め
て
効
果
的
な

技
術
で
あ
る
。
ま
た
、

同

一

が
ら
、　

一
方
で
処
理
で
き
る

こ
と
か
ら
、

キ
ク
や
塾
弱
野

菜
類
で
は
距
設
の
　
　
　
を

さ
ら
に
高
め
る
こ
と
も
で
き

夕つ
。神

奈
川
県
で
は
、　

一
九
人

三
年
に
県
と
県
内
の
施
設
バ

ラ
農
家
の
石
井
通
生
夫
氏
と

の
共
同
研
究
に
よ
り
開
発
さ
れ
た

「温
湯

を
利
用
し
た
栽
培
土
壊
消
毒
装
置

（実
用

新
案
第
一
五
一
〇
一
五
四
〓
ユ“

昭
和
五
十

△
年
十
月
十
七
日
こ

を
用
い
た
熱
湯
土
壊

消
毒
法
が
、

極
設
国
芸
農
家
の
間
で
実
用

化
技
術
と
し
て
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
＞≡
」
で
は
、

神
奈
川
県
内
で
実
用
化

‐
 鶴

写真 1 熱 湯消毒装置を構成するボイラー (1)と 談水装置 (2)お よび熱湯
の散布状況 (3)

(1):ボイラーの定格出力は218,000kcalで,給 水ギアポンプ (a)Fこより給湯
管 (b)を経出して送湯される。ポイラーの保有水量は860ιで、自重は
約600惟

修):ウ インチ (a)お よび散水器 (b)。ボイラーの熱湯はcの給湯管と通し
て散水器に送られる

1":熱 湯が敵水孔から上壌表面に散水される模様。この写真では右方向に牽

尉吊を34守霊ぎ去ヱFすたデ          モは堵水
器自体がi

轄



の
実
際
と
効
果
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
。

２
薙処
理
方
法

０

装

置

熱
湯
消
毒
は
、

ボ
イ
ラ
ー

（二
一　
人

万
せ
、

散
水
器
お
よ
び
散
水
器
を
空
引

す
る
ウ
イ
ン
チ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
装

置

（写
真
１
）
を
用
い
て
、

散
水
嶋
に
合

わ
せ
た
大
き
さ
の
ポ
リ
フ
イ
ル
ム
で
土
壌

を
祝
覆
し
た
状
態
で
熱
湯
を
散
水
す
る

（写
真
２
）。
ボ
イ
ラ
ー
と
ウ
イ
ン
チ
は
二

〇
〇
Ｖ
電
源
で
稼
働
さ
せ
、

水
は
井
戸
水

で
も
水
道
水
で
も
利
用
で
き
る
。
こ
こ
で

紹
介
す
る
熱
水
散
水
装
置
は
先
の
実
用
新

条
を
改
良
し
た
も
の
で
、

神
奈
川
肥
料
株

式
会
社
が
受
注
販
売
し
て
い
る
。

岡
　
処
理
作
業

散
布
す
る
熱
水
が
で
き
る
だ
け
上
壌
の

深
い
部
分
ま
で
到
達
す
る
よ
う
充
分
深
耕

す
る
。

散
水
器
と
ウ
イ
ン
チ
を
作
業
開
始

場
所
に
設
置
し
、

散
水
器
の
散
水
幅
を
調

整
す
る
。

次
に
、

散
末
工
術
の
上
か
ら
散
水

す
る
部
分
全
体
を
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
埜
獲

し
た
後
、

散
水
器
を
ウ
イ
ン
チ
で
一
時
間

に
二
　
三
～
二
　
四
ｍ
の
ス
ピ
ー

ド
で
室
引
し
な
が
ら
自
動
散
水
通

転
に
入
る

（写
真
こ
。

散
水
器

の
室
引
速
度
は
、

供
給
Ｂｒ
能
水
量

と
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
容
量
と
を
考
慮

し
て
、　

五
ｍ
当
り
〓
〇
〇
セ
程
度

に
な
る
よ
９ヽ
設
定
す
る
。

一
工
程
が
終
了
し
た
ら
、

次
の

処
理
場
所
に
ウ
イ
ン
チ
と
散
水
器

を
移
動
し
、

打
び
散
水
作
業
に
入

る
。
」ヽ
の
移
動
時
間
を
含
め
、

凶

五
ｍ
幅
で
，
五
ｍ
を
処
理
す
る
の

に
約

一
ｉ
時
間
か
か
る
が
、

施
設

の
形
状
を
う
ま
く
考
慮
し
て
作
業

す
れ
ば
、

約
四
日
で
一
〇
ａ
を
処

理
で
き
る
。

０
　
処
理
後
の
管
理

三
〇
側
ま
で
の
作
土
層
で
は
、

熱
湯
処
理
後
、

フ
ザ
リ
ウ
ム
の
死

減
温
度
で
あ
る
五
五
℃
以
上
の
温

度
が
実
に
二
二
時
間
に
も
わ
た
っ
て
保
た

れ
る

（図
１
、

表
１
）。
処
理
す
る
一季
節
や

上
壊
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

深
層

ま
で
消
幕
効
果
を
得
る
た
め
に
少
な
く
と

も
三
日
は
施
設
を
締
め
切
っ
て
お
く
。

そ

の
後
、

ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
は
ず
し
、

耕
転

で
き
る
程
度
ま
で
土
壊
を
乾
燥
さ
せ
、

理

想
的
な
上
壊
微
生
物
相
を
復
活
さ
せ
る
と

1

11t'■十・'

写真 2 熱 湯散布の方法。まず,(1)ウ インチを散布幅を調製した散水器と
平行になる位置に設置する。次に (2)ポ リシー トを散水器の上から設布場所
全体に枝覆し,散 水器から熱楊を散布しながら (3)ウ インチ (矢印)で 散水
器を久印の方向に章引する

奈お

IT鱗
十
齢な 軍祷響鵠=嘱

食
Ｕ

ｎ
ｕ
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図 1 熱 湯処理後の土壊深度別の温度変化

1      3

い
う
意
味
で
、

で
き
る
だ
け
早
い

う
ち
に
た
い
肥
等
の

＜４
　

コ
ス
ト

に
か
か
る
資
材
は
、

一
〇
ａ
当
り
Ａ
重
油
が
約
二
Ｍ
、

水
が
約
二
〇
〇
ｔ
お
よ
び
三
相
二

〇
Ｏ
Ｖ
電
源
で
あ
る
。

井
戸
水
が
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安定した防除効果を発揮し
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トマ膨にんじムノかんしJしょうカツこんに

●ネグサレセンチュウ(だいこ

●いちご萎黄病、かぶ萎黄病
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0しょうが根茎腐敗病
●畑地一年生雑草

サ ン ケ イ 化 学 的
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北 果 化 学 工 業 l ■l
バックマンラボラトリーズ (抑
〔事 務 局 〕三 菱 商 事 l ■l

各法律に基づ
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使
え
れ
ば
、

Ａ
重
油

の
値
段
が
一
２
当
り

二
七
円
五
〇
銭
と
し

て
、

経
費
は
電
気
代

を
含
め
て
全
体
で
六

万
円
、

こ
れ
に
熱
湯

処
理
装
置
の
リ
ー
ス

代
五
万
円
を
加
え
、

全
体
で
一
一
万
円
程

度
に
な
る
。

水
道
を

使
っ
た
場
合
に
は
約

六
万
五
〇
〇
〇
円
が

こ
れ
に
上
乗
せ
さ
れ

る
。
し
か
し
、

熱
湯
　
　
表

土
壌
消
毒
で
は
そ
の
効
果
が
少
な
く
と
も

二
年
間
は
持
続
す
る
こ
と
か
ら
、　

一
年
当

り
の
経
費
は
こ
の
三
分
の
一
と
な
る
。　

一

方
、
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
を

一
Ｏ
ａ
当
り
四

五
叱
使
用
し
た
場
合
、

薬
剤
費
は
年

一
回

で
約
五
万
円
と
し
て
、

三
年
で
一
五
万
円

と
な
る
。

こ
れ
に
一業
剤
処
理
と
ガ
ス
抜
き

作
業
が
労
賃
と
し
て
経
費
に
加
算
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、

熱
湯
土
壊
消
毒
法
に
は
顕
著
な

除
垣
効
果
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
伴
う
増

収
効
果
を
考
え
る
と
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
処

理
に
比
べ
て
コ
ス
ト
的
に
も
は
る
か
に
有

利
と
な
る
。

０

実
施
上
の
注
意
点

で
き
れ
ば
水
は
け
の
良
い

上
壊
が
好
ま
し
い
。

実
施
時

期
は
、

熱
湯
を
効
率
よ
く
散

布
す
る
と
い
う
占
小で
は
夏
期

が
最
も
適
し
て
い
る
。

な
お
、

ネ
コ
プ
セ
ン
チ
ユ
ウ
に
対
し
て
は
、

作
付

財
番
ユ
浜

熱
湯
消
毒
処
理
ま
で
に
土
壊

を
過
乾
燥
さ
せ
た
場
合
、

熱
湯
が
到
達
し

な
い
土
壌
深
層
ま
で
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
逃
避

し
て
し
ま
う
た
め
、

抜
根
処
理
後
で
き
る

だ
け
早
く
熱
湯
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

４

一
処
理
効
果

付

一饗
昴
止
効
果

表
２
に
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
と
セ
ン
チ
ユ
ウ

密
度
の
変
化
を
示
し
た
が
、

い
ず
れ
も
熱

湯
処
理
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
三
〇
側
ま

で
の
作
上
層
に
は
全
く
検
出
さ
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
ト
マ
ト
褐
色
根
腐
病
菌
ほ
か

五
種
の
上
理
を
墨
困
の
む
米
土
壌
を
不
繊

布
ま
た
は
ネ
ッ
ト
で
包
み
土
中
に
埋
設
し

た
後
ヽ
熱
湯
処
理
を
行
っ
た
。

処
理
九
日

後
に
埋
設
し
た
汚
染
土
壌
を
取
り
出
し
、

熱湯処理が土壊のフザリウム菌数およびセンチュ
ウ数に及ぼす影響a

あ:熱湯処理10日後に採取した土壌の測定値
j,c、/乾 上lg、.:頭 /生 ±100g、コ:検出されず

(,とら、 1990)

,  (Jヒら、 199o)

108

上壌深度

(m)

フザリウム菌数
b センチュウ数

ご

処理前 処理後 処理前 処理後

10

20

30

40

７２

２８

０３

一

７２

４８

‐５

一

表3 生 物検定による熱湯土壊処理の各種植物病原菌汚染土壊に対する防除効果

処  理
上壌深度

( C D l )

発   病    度
と

トマ ト

萎ちよう

病

トマト

半身萎

ちょう病
附鞭麟

苗立枯

病

ホモプ

シ ス

棋腐病

熱湯処理

10

20

30

50

70

0 . 0

0 . 0

0 0

4 2

8 3

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

5 0

2 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

無 処 理

R:発
病指数 (0:健 全、 1:妊 軸 根 に小さい病斑が認められるヽ 2:距 軸 根 全

体に病斑が認められる、 3:萎 ちょうおよい情死)か ら常法により8株 の値から算出

表4 熱 湯処理が土壌のイを学性に及ぼす影響
a

鞭てｃ口＞
pH ECb CaOで MgOC K20C P203C“

処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後

10

20

30

40

6 06

5 83

5 94

5 94

6 60

6 17

6 21

6 19

0 491

0 253

0 068

0 048

0 100

0 068

0 061

0.128

550

505

519

505

158

137

134

131

1 5 2

1 3 7

1 2 9

1 3 5

105

100

25

16

57

43

16

126

8 4

60

32

25

70

48

23

41



ポ
ツ
ト
に
詰
め
番
え
、
ト
マ
ト
病

染
土
壌
に
は
ト
マ
ト
苗
を
移
植
し
、

古
立

笹
病
お
よ
び
ホ
モ
プ
シ
ス
　
　
　
汚
果
上

壌
に
は
キ
ュ
ウ
リ
を
播
種
し
、

そ
の
後
の

況
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、

い

ず
れ
の
病
害
と
も
埋
設
深
度
三
①
ｍ
ま
で

は
全
く
発
病
が
認
め
ら
れ
ず
、

五
〇
お
よ

び
七
〇
側
に
お
い
て
も
高
い
熱
湯
上
壌
消

毒
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た

泉
３
）。

０
　
除
塩
効
果

熱
湯
処
理
に
よ
る
雄
設
土
壌
の
化
学
性

の
変
化
を
表
４
に
示
し
た
。
Ｅ
Ｃ
は
四
〇

側
ま
で
の
作
土
層
で
は
〇
　
一
ｍＳ
／
側
以

下
ま
で
低
下
す
る
と
と
も
に
、

カ
リ
に
つ

い
て
も
処
理
前
の
二
分
の
一
以
下
の
値
と

な
る
な
ど
、

顕
著
な
除
塩
効
果
が
認
め
ら

れ
た
。

週
も
熱
湯
処
理
に
よ
り
適
正
値
ま

で
上
昇
し
た
。

倒
，　
処
理
後
の
作
物
の
生
育

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
神
奈
川
県
内
の
施

設
バ
ラ
栽
培
で
は
、

い
ず
れ
の
農
家
と
も

ロ
ツ
ク
ウ
ー
ル
栽
培
よ
　
　
　
が
強
く
、

生
　
　
　
　
す
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

ま
た
、

褐
色
　
　
　
　
　
　
し
て
熱
湯
処

理
を
行
っ
た
神
奈
川
県
内
の
施
設
ト
マ
ト

農
家
で
は
、

少
　
　
　
も
処
理
後
三
年
間

は
褐
色
　
　
　
の
発
生
は
全
く
認
め
ら
れ

ず
、

い
ず
れ
の
　
　
　
　
　
　
　
か
そ
れ

以
上
の
収
量
が
得
ら
れ
て
い
る
。

中
に
は
、

一
回
だ
け
の
熱
湯
土
壌
　
　
　
理
で
一
〇

年
以
上
も
ト
マ
ト
を
連
作
で
き
て
い
る
農

家
も
あ
り
、

い
か
に
　
　
　
　
の
効
果
が

一向
い
か
が
わ
か
る
。

５
韓お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、

熱
湯
土
壌
　
　
　
は
、

運
作
に
よ
り
援
弊
し
た
施
設
土
壌
を
も
と

の
自
然
な
土
壌
へ
と
完
全
に
再
生
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
技
術
で

あ
る
。

実
花
メ
チ
ル
全
廃
の
時
期
が
二
〇

〇
五
年
に
前
倒
し
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、

最
近
、

神
奈
川
県
内
の
み
な
ら
ず
、

埼
玉

（越
冬
ナ
ス
）、
千
葉

（施
設
キ
ュ
ウ

リ
　
ト
マ
ト
）、
　

　

（チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）、

静
岡
　
　
　
　
　
　
、

大
分

（電
照
ギ
ク
）

あ
る
い
は
東
京

倉
【機
栽
培
野
き

等
、

全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
日
で
実
用
利
用

さ
れ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
よ
　
　
　
の
地
域
　
作
物
で
の

利
用
が
期
待
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
状
と
作
物
の
特
性
に
合
っ
た
具
体

的
な
熱
湯
土
　
　
　
　
理
体
系
が
確
立
さ

れ
、

実
用
的
な
効
果
が
上
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

合

特集上_土 嬢くん慕剤 ・臭化メチ′

臭fヒメ干fLを逃がきない
臭化メチルの使用量が節約できます。

『オルガロイフイルム』は土壊くん蒸消毒剤 ・臭化メテル (アサヒヒューム ・サンヒューム等)
のガス透過性をポリエチレンフイルムの五百分の一程度に抑える優れたマルチ用シートです。

■使用方法は、従来のポリエテレンシートや塩化ビニールと同じ。

■規格は、幅6m× 長さ100m×厚さ0.いmmと 幅3mX長 さ100m X厚さ0.04mmの 2規 格

輸入元

エルフ=アトケム ジャ′将ン
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